
今月は、新世代のための月間です。昨年４月の

規定審議会で新世代奉仕部門がロータリーの第５

奉仕部門として承認されました。ロータリーの４大

奉仕（クラブ奉仕・職業奉仕・社会奉仕・国際奉

仕）に新世代奉仕が加わったということで、これ

からロータリーの進む方向が「新世代関連の奉仕」

へと向かうことを示唆していると思います。

青少年交換・国際親善奨学生・ＧＳＥ・米山学友・

ライラ、インターアクト・ローターアクトなど、ロータリー

には新世代のためのプログラムがたくさんありま

す。

我が大和中ＲＣでも伝統的に新世代関連の奉

仕事業を数多く実施してきました。「短期留学事業」

や「姉妹クラブを通じた韓国とのスポーツ交流事

業」など、非常にお金と手間のかかる事業でした

が、海外へ送り出したり同行したりした新世代の人

たちのその後の変化や成長を目の当たりにすると、

奉仕への達成感と満足感、そして地域への認知度

も充分に得られたと思います。

新世代への奉仕が重要視されているのは、ロー

タリーの未来のためだけでなく、地域社会全体の

未来をも担うことが充分に理解されているからだ

と思います。

■ロータリー財団【ＰＨＦ】

（ピン）郡司・松崎・神作・石川

（ピン＋賞状）小栁

■米山功労クラブ感謝状を回覧

①10月16日（日）の地区大会の件ですが、本大

会出席24名、懇親会出席22名となっておりま

す。ご長寿会員として藤田さんが登録されてい

ます。参加費用はクラブより会員36名分をお支

払いしていますので、振るってご出席ください

②9/8(木)の例会は、八千代銀行の支店検査の

為移動例会となります。12時半より北京飯店で
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修正

36名 29名 87.96％ 80.65% 6名 原嶋、北島、小栁、辻、梅野

1592

【 本日のプログラム 】 9月 8日 卓話 「地区出向者報告」 藤塚前地区幹事・石川前地区副幹事
【 次回予告 】 9月15日 卓話 「GSEに参加して」 岩崎由紀子様・R情報・C研修委員会

【 第1587例会 】 9月1日（木） 【 司会SAA 】 伊藤 英夫 君 【 斉唱 】 「君が代」 「それでこそロータリー」

【 ソングリーダー 】 中西 功 君



行います。

③8/25(木)開催の後藤PG、藤塚前地区幹事、高

橋前地区大会実行委員長そして山崎前地区大

会幹事ご苦労さん会の会計報告を回覧致しま

すので、宜しくお願いします。

広報・雑誌委員会 中島 康次郎 委員長

ロータリーの友９月号に、銅傳由香氏の「女性を

活用できない会社に未来はない」の記事が載って

います。氏は、１９８６年、２００７年の男女雇用機会均

等法と、改定雇用機会均等法は、「女性のスキル

をきちんと評価して、男女差なく会社として活用し

ましょう」「確実に女性を活用し、その母性を保護

しよう」が主な改正ポイントであり、 少子高齢化が

強くうたわれるようになった2005年から、さらに労

働力の確保が必要になって女性の活用が必要に

なったわけであり、 女性だけでなく、人材を活用

できる風土をつくる、ということで、男女差だけで

はなく、個人差をなくした環境を、基盤をつくって

いくことが大事ではないかと述べています。

私はこの記事を読んで、会員増強や、クラブの

活性化のためにも大切と改めて感じました。

お祝いの方々

親睦活動委員会 岸 幸博 委員長

配偶者誕生日 藤塚 昭子 夫人 9月2日

創業記念日 後藤 定毅 君 9月1日

引田 俊一 君 9月1日

「新世代のための月間にあたり」

新世代育成委員会 中西 功 委員長

ロータリー青少年指導者養成プログラムをRYLA

と呼び、年齢14才から18才まで並びに年齢19才

から30才までの若者を対象にリーダーシップスキ

ルと人格を養いながら、奉仕、高い道徳的規準、

平和といったロータリーの価値観を学ぶ機会を提

供するためのRI常設プログラムです。年齢により

二つのグループとした目的は、多様なニーズと成

長過程に対応できる様にするためである。

それぞれのRYLAでは、一定の年齢層に的を絞

り、参加者の成熟度を考慮して計画を立てる必要

があります。例えば、14～18才の青少年はまだ自

己発見の途上にある存在ですが、19～30才は将

来に進む道も大体決まり、人生やキャリアの目標

志向が強くなると言えます。複数のRYLA行事を

行っている地区は年齢層を分けて実施しています。

通常、14～18才を対象とする場合と比べ、年長グ

ループを対象とするプログラムでは、リーダーシップ

の概念やカリキュラムの内容が更に高度になりま

す。RYLAの主催者は、プログラム参加者の対象

年齢を決め、ニーズを調べ、年齢にふさわしいプロ

グラムを組み立てる事が必要です。

3日～10日間にわたります。RYLAの形態は様々

ですが、多くはセミナーや指導力養成キャンプな

どの形で行われます。RYLAを通じて、地域社会の

若者たちがリーダーや良き市民としての資質を養

い、人間として成長するのを助ける事ができます。
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選ばれた若者たちは、RYLAで様々な事柄を学

び、多くの人々と接し、地域社会で積極的に活動

するリーダーに出会い、貴重な情報とキャリアのス

キルを学びながら自信を育んでいきます。地元地

域やその範囲を超えて活躍できる若き有望なリー

ダーを指導する機会です。

地元のロータリークラブが参加者を推薦し、多く

の場合その参加費用をクラブが全額負担します

が、だからと言って参加者はタダで参加できるとい

うわけではありません。「地域社会への還元」とい

うテーマの下、参加者たちは募金活動を行い、地

元の慈善団体に寄付するという課題を課されます。

クラブの役割としては、レベルを問わずRYLAを成

功させるには、計画段階におけるクラブからの支

援と関心が極めて重要です。RYLAの実施におい

ては、ロータリークラブが欠かせない存在なのです。

またRYLAの運営に関与するクラブと地区は参加

する若者達にロータリーの理想と価値観を紹介す

る目的を果たします。一般的に、RYLAに参加する

大半の若者にとって、主な連絡窓口となるのが、

クラブです。

ロータリアンの役割は、職場や地域社会のリー

ダーとなる道を開くために若者達を導くことです。

一方、ロータリーの地区にとっては、新たな活力と

アイディアがもたらされ、社会奉仕プロジェクトへ

の支援が増えるとともに、将来のロータリアンを育

成できるという恩恵があります。

1959年オーストラリアのクイーンズランドで初めて

実施されたRYLAは、ビクトリア女王の訪問を記念

にして地元青年たちによって行われた祭行事でし

た。以来RYLAは青少年の可能性を信じるロータ

リアンによって続けられ、次世代のリーダーとなる

青少年が、自己を発見し、スキルを身につける機

会となったのです。1971年に国際ロータリーによっ

て正式に採用されたこのプログラムは、世界中の

ロータリークラブと地区によって実施されているそ

うです。

RYLAの組織運営の多くは、地区レベルで実施

されています。地区ガバナーは、RYLAを含む地区

内の全プログラムの責任者となり任命した地区R

YLA委員長が、クラブに向けてRYLAに関する連

絡と周知を行い地区レベルでRYLA実施を担当す

る地区委員会を監督します。ただ、クラブレベルで

もクラブ会長が任命したRYLA委員会が行事の

実施、参加者の募集、予算の提案、会場の選定な

どを行い、組織運営する事ができます。又、複数の

地区合同で実施することもできます。この場合参

加する各地区のガバナーは事前に地区内クラブ

の3分の2の承認を得るとともにRI事務総長宛に

その旨伝える書状を提出しなくてはならないそう

です。

以上RYLAとは何か、その対象は、実施する意

義は、その起源は組織運営は、という話をさせてい

ただきましたが、御口直しに、短い逸話をご披露し

私の持ち時間を終わらせて頂きます。

あるロータリアンが、上場企業の社長の祝宴に

招かれた時にテーブルの上に赤飯のおにぎりが

置かれているのを見て訝しんでると、その社長がそ

のことについて話をし始めた。

「私は片田舎の貧農の長男として生まれ、その時

から農業を一生の生業とする事が定められており

ました。義務教育を終え病気がちの両親にかわっ

て朝から晩まで一生懸命働いておりましたが、勉

学に対する向上心と企業家になる夢を諦め切れ

ずある時家出を決意しました。決行の前日に旅支

度の小さな荷物を納屋の藁の中に隠し当日の朝

に何時もより早く暗いうちにそっと起き、足音を忍

ばせて納屋に行き、藁をかき分け荷物を取り出しま

したが、その荷物の脇に小さな包みが添えてあり

ました。訝しく思い包みを開くと竹の子の皮に包ま

れた赤飯のおにぎりが入っていました。まだ温かく、

その温もりが母の心そのものに思われ思わず涙し
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てしまった」というお話でした。我々ロータリアンも

この社長の母の様に向上心のあるリーダーシップ

の資質がある若者に赤飯のおにぎりをあげられな

いものでしょうか。

後藤 定毅バストガバナー

1）地区のRYLA実施状況

最近では2006

～07年度（西田

ガバナー・古郡ク

ラブ会長年度）に、

鎌倉の建長寺を

会場として、鎌倉

西RCをホストクラブとして実施以来、開催されてい

ない。その前には2004～05年度（松宮ガバナー・

神作クラブ会長年度）で、江ノ島女性センターを会

場として、藤沢北RCをホストクラブとして実施され

ている。ここしばらく実施されてないが、その理由

は、受講生の申込み状況が悪く、開催しても効果

が限られるとのこと、しかし現実に調べるとその当

該年度でも60～70名の受講者がいる。時のガバ

ナーが諮問委員会に諮って中止を決定したと思わ

れる。

2） プログラムの将来展望

2010年度から新世代奉仕が五大奉仕として位

置づけられた。ロータリーの綱領の推進、また世界

平和の希求というロータリーの究極目的のため、

次世代の指導者育成というRYLAプログラムは、

世界的組織としての地区ロータリーアンの理解を

得て、これからの時代を担う人々のためにクラブ、

地区の積極的な対応が望まれる。本来は地区諮

問委員会の決定の問題ではなく、クラブからも実

施要請の声を挙げて行くことが必要と思う。

●歴代新世代育成委員の経験者の方にコメント

を頂きました。。

①中島 康次郎 会員 ②入江 公敏 会員

③橋本 日吉 会員 ④横澤 創 会員

⑤石川 健次 会員

クラブフォーラムの内容は下記からダウンロード願

います。

files.me.com/nakajima22/rb9zi5.mp3
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石川 健次 会長・橋本 日吉 幹事

本日より9月に入ってまいりました。まだまだ暑

い日が続きますので体調管理に注意してRCを

頑張って行きましょう。本日のクラブフォーラム新

世代育成委員長中西さん宜しくお願いします。

後藤 定毅 直前ガバナー

藤塚 勝明 前地区幹事

先日は、地区役員のねぎらいの会を催して頂

きありがとうございます。しかし、まだ決算が残っ

ています。地区の明朗化を掲げた以上、しっかり

報告できるように致します。

高橋 政勝 前地区大会実行委員長

山崎 賢二 前地区大会幹事

先日は、重ねての御苦労様会有難うございま

した。地区大会も既に1年前のことですのですっ

かり忘れました。今年の地区大会は皆さんでこ

ぞって参加しましょう。

藤塚 勝明 君

家内の誕生祝いを有難うございます。最近は

老後の生活設計についての話し合いが多くなり

ました。意見は一致していません。

上田 利久君

本日のクラブフォーラム都合で中西さんにピン

チヒッターとのこと……素晴らしい一言、皆さん

聞き逃さないで下さいね ！ アリガトウ。

後藤 定毅君

創業記念祝いありがとうございます。忘れな

いよう頑張ります。

スマイルボックス 横澤 創 委員長 本日\27,000 累計\254,750


